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「自分は大丈夫！」から

「自分は大丈夫かな？」の意識を！
９月１日は、防災の日でした。磐梯町で想定さ

れる大きな災害といえば、何が考えられるでしょ

うか。大きな災害の一つに磐梯山の噴火が考えら

れますが、今すぐ噴火するとは思えません。たぶ

ん、「自分の住んでいるところは大丈夫！」と思う

方が多いと思います。

さて、本校で、新型コロナウイルスに感染した児童は、現在おりません。保護者の方々の

継続的な努力の結果だと思います。しかし、県内の日々の感染状況の推移を考えると、絶対

に感染しないという保障はありません。

子どもたちに育みたい力の一つに、危険や危機を予測する力があります。新型コロナ

ウイルス感染防止も、災害対策と似ているところがあると思います。それは、お子さん自身

の「自分は大丈夫かな？」という意識 です。学校や家庭でお子さんに感染防止を徹

底してやらせようと思っても、お子さん自身が自分事として感染防止に取り組まないと効果

を持続させることはできません。

ぜひ、機会を見て、感染防止をしないとどうなるのか、こんなことするとどうなるのかな

ど、お子さんに考えさせ、予想させてみましょう。日々の「自分は大丈夫かな？」という意

識の積み重ねが、お子さんの「自分の命は自分で守る力」 につながります。

車が 来るかも しれない。
もし、止まらないで

ボールを取りに行ったら･･･。

もし、○○をしたら･･ △△△になるかもしれない。


